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市町村合併は、ヒ削rliの将来のあり方や、私たちの生活 市財政などに太きなjI;
響を且lますすfi盟なmJ凶です。行政のみで進めるのではなく、皆さんといっしょに巧
え、幅広く曜論Lていきましょう。

Jliでは、 1月19日lIJ、臼分たちのまちゃ地域の将来について唱え ・議論する契機

となるよう、上IIIjJ1J遊館で 『市町村骨畔をともに考えるシンポジウム』を聞協しま

した。シンポジウムでは、口頭市長から 「広域連合の構成市町村が一体となって合

vf協議会を股け、議論を深めていく必要がある」とのあいさつがあり、その桂唖問

舗品西九州大学教慢による 「市町村合冊白山、動き出す」と題した基調講耐と、 パ

ネルディスカッンョン 「市町村合併をともに考える」が行われ、最桂に市民のかた

からご宜且 ・ご提言をいただきました。

r¥iでは、今月中旬 (予定)には 「市町村合併に附するアノケート調査」を実施し、

皆さんから市町村合慣に関する考え方をうかがい、その結果を基に、 rli民の皆さん

との話し合いや周辺町村との協議などの取組を行っていきます。

目指すべきまちづくりの方向をいっしょに考えていきましょう。 JJJ 

• 聞かせてください
あなたの声/

「市町村合併に附するアノケート調奈」

を、今fJ~Il旬に行う P正です

市町村合併にl則する与えを聞かせてく

ださL、。併さんのρを、今陸の取りおlみ

に反映させていく古書な調査ですので、

ぜひご協力をお願いします

なお、アンケート帖単については、ま

とまりiX軍お匁lらせLていきます

.デー夕刊月 1日現在)
人口 122.503人t+ 7 ) 
男 60，239人{ー 1r 
女 62.264人(+8 1 
世得 45，420戸ト 2)
外国人量録者数 4，431人(ー119)

男 2，272人(-91) 

女 2.159人(-28) 
( )円1;)、前月に対する噌滅数値

市内花Itの20雌以tのかた、

2000人

住民事本台帳かり:r)ill¥l附無

作為抽出

郵退!i式

圃上国市役所司~""00)
唖②41田〉

岡市政喜豊富種区哩担担539)
.，行政援雪FAX(園時15111)
・市敬鑓雷電子メル
moy町 @city.u回6_nagano.!p

. ~:"ターネソト上沼市町ホーム\ ソ

uRL h!tpJμ'MVCl1i咽'.M柳川PI
(広報(まか市政情報掲霞)

-調査対車

.抽出方法

-調査方法

シンポジウムの内容については、

広縄うえだ2月16日号でお知らせし

ます.ぜひご覧ください.

尼言言
'-
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上
田
市
を
東
西
に
流
れ
る
日
本
一

長
い
川
「干
曲
川
」
は
、
市
民
に
と
っ
て
雄
大

な
自
然
と
し
て
、
ま
た
、
生
百
請
に
密
着
し
た
場
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
干
曲
川
の
河
原
で
は
、
事
く
の
植
物
が
生
育
し
、
野
鳥
が
さ
え
ず
り
、
四

季
折
々
の
自
然
の
盗
を
私
た
ち
に
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
お
お
ぜ
い
の
皆

さ
ん
が
干
曲
川
を
訪
れ
、
水
辺
の
自
然
と
触
れ
合
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
母
な
る
川
「
干
曲
川
」
の
自
然
の
恵
み
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

水
辺
の
魅
力
を
生
か
し
た
整
備
を
、
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

っ
て

千
曲
川
白
水
辺
白
魅
力
を
生
か
し
て
、
皆
さ

ん
が
決
ま
っ
て
来
し
ん
だ
り
憩
え
る
よ
う
な
担

点
目
艶
備
(
上
回
水
辺
プ
ラ
ザ
整
備
事
業
)
を
、

地
元
自
皆
さ
ん
な
ど
と
協
力
を
し
な
が
ら
、
国

土
交
通
哲
干
山
川
工
聖
耶
務
所
と
上
回
市
が
行
勺

て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
闘
土
交
通
省
が
製
氷
河
岸
な

ど
由
河
川
内
白
基
健
的
な
押
偏
を
行
い
、
上
田

市
が
広
場
・
遊
書
道
な
ど
也
教
備
等
を
行
い
ま

す
。

を
整
備
す
る
の

布
団
聾
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

「
上
国

道
と
川
の
駅
」
勉
設
予
定
地

(
半
過
グ
ラ
ウ

ノ
ド
周
辺
)
、
上
田
駅
横
山
水
口
近
辺
町
河
川
盈
、

諏
訪
形
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
、
御
所
白
堤
防
周
辺

で
す
。
ま
た
、
今
回
白
斑
備
で
完
結
と
い
う
わ

け
で
な
く
、
千
山
川
と
瀬
沢
川
が
合
流
す
る
岩

下
地
区
や
中
之
条
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
な
ど
、
今

桂
も
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

〈

そ
判
ぞ
れ
の
場
所
の
特
徴
を
生
か
し
、
現
在

改
め
よ
う
な
整
情
を
行
っ
て
い
ま
す
〔
慨
要
図

書
照
)
。

-
「上
回

道
と
川
の
駅」
予
定
地

緩
傾
斜
護
岸
、
親
水
水
路
、
カ
ヌ
l
発
着
所
、

芝
生
広
場
、
避
歩
道
、
ベ
ン
チ
、
テ
ー
ブ
ル
、

ト
イ
レ
、
水
飲
み
樹
、
案
内
叡
な
ど

画面



、
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'. ζ.;}~陀伝? ?h 
企昨年5月12日、「水辺プラザJ現地視嘆・闘閉会が行われました 砂
(r上回 道と川の駅」建般予定地を観察)

、

-
上
田
駅
温
泉
口
付
近
@

謹
岸
整
備
、
堤
防
か
ら
の
階
段
、

芝
生
広
場
な
ど

-
諏
訪
形
ク
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
@

護
岸
整
備
、
製
防
か
ら
の
階
段
、

避
幸
道
、
親
水
池
な
ど

.
御
所
堤
防
周
辺
@

護
岸
整
備
、
堤
防
か
ら
由
階
段
、

敷
き
な
ら
し
な
ど

避
接
道
、

丸
太
橋
、

チ
ッ
プ
材

直重量

贋ξコ
一之ー.!.....J~，

し.明掴新..

司面

--=:o.¥...-ー」ー」

@遊べる水辺

の
声
の
反
映
は

地
元
の
皆
さ
ん
や
関
保
す
る
方
々
に
集
ま
っ

て
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
金
や
現
地
視
察
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
中
で
出
さ
れ
た
、
た
く
さ
ん
由
貴
重
な

ご
宜
見
を
、
可
能
な
限
り
取
り
入
れ
た
整
備
内

容
と
し
ま
す
。

企市民のかたから、貴置なご意見を
いただきました〈意見空換会にで)

水
辺
を
楽
し
む
利
用
、
自
然
体
験
学
習
で
由

利
明
ア
ウ
ト
ド
ア
情
掘
削
で
の
利
周
健
康
ウ
ォ

1

キ
ン
グ
で
由
利
用
、
ス
ポ
ー
ツ
で
の
利
用
な
ど
、

お
お
ぜ
い
白
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
干
曲
川
の
自
然
の
恵
み
を
伝
マ
え
て
い
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

企
画
課
(
固
⑫
5
1
1
2
)
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市
民
の
か
た
に
市
の
仕
事
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
市
政
へ
の
関
心
在
高

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
『
市
民
行
政
体
験
」
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
3
名
の
か
た
に
嘗
加
し
て
い
た
だ
き
、
市
政
の
概
略
説
明
の
後
、

そ
れ
ぞ
れ
福
祉
様
、
健
康
推
進
謀
、
生
涯
学
習
醸
の
職
場
で
体
験
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

体
験
後
に
は
、
皆
吉
ん
か
ら
感
想
や
ご
意
見
を
直
接
伺
っ
た
ほ
か
、
後
日

ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
ご
意
見
・
ご
提
言
は
市

長
の
ほ
か
関
係
す
る
部
署
に
も
周
知
を
し
、
市
政
運
営
の
書
考
に
苫
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
と
、

主
な
体
験
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

馬
場
美
保
子
さ
ん

石
井
元
子
さ
ん
(保野}

。
uな内容
。保健，.策について脱腕

0温図e母子健康センタ で聞かれた"".学級Jに同行

参加された皆さん
からご意見・ご要
望・感想などをい
ただきました。そ
の中からいくつか
をご紹介します。

-
「母
親
学
級
」
の
嘗
加
者
に
、

驚
き
ま
し
た
0

.
福
組
制
度
や
施
股
に
つ
い
て
知
ら
牢
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
@

間
州問阿国

市
の
施
策
や
情
報
に
つ
い
て
は
、
「
広
報
う

え
だ
」
や
「
サ
ン
デ
ー
う
え
だ
」
な
ど
を
通
じ

父
親
が
い
て

む1木沢}

(畏沢)

-主怠内容
。同和範粛についての観明
C開制結集についての卑見交倹

( ) 

て
、
市
民
自
智
さ
ん
に
分
か
り
ゃ
す
く
お
知
ら

せ
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
福
祉
制
度
に
つ
い
て
は
、
市
町
髄
康

福
祉
行
政
の
概
略
を
ま
と
め
た

「
上
田
市
健
康

福
祉
総
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
作
成
し
、
市
内

3
支
所

・
各
公
民
館

・
市
内
の
福
祉
施
設
な
ど

に
配
備
し
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

-
福
祉
施
股
や
タ
リ
l
ン
セ
ン
タ
の
、
市
民

見
学
の
機
会
を
書
く
し
て
欲
し
い
。

同
町側
同
岡
田

昨
年
も
、
市
民
の
か
た
を
対
車
に
市
町
施
設

を
見
学
し
て
い
た
だ
く

『施
設
を
見
る
金
』
を

「
環
境
」

・
「
福
祉
」

・
「
農
業
」

・
「
教
育
」
と

テ
l
マ
を
決
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

『
施
設
を
見
る
会
』
は
、
今
量
も
実
施
す
る

予
定
で
す
由
で
、
多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
害
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

実
施
す
る
日
時
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
に
つ

い
て
は
、
「
広
報
う
え
だ
」
や
「
サ
ン
デ
ー
う

え
だ
」
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-
市
役
所
正
面
玄
関
に
展
示
物
が
た
く
さ
ん
あ

る
が
、
非
常
時
に
避
灘
す
る
際
、
支
障
に
な

ら
在
い
の
で
す
か
。

同
剛
刷
問
岡
田

正
面
玄
関
白
展
示
物
に
つ
い
て
は
、
ご
街
摘

の
と
お
り
虫
害
時
に
避
難
の
妨
げ
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
転
倒
防
止
な
ど
の
補
強

を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
展
示
場
所
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
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地方分権社会を迎え、これからは、住民の皆さんと 「元気な地域づくり支援事業Jを創設しました。

行政が適切な世相l分担のもと、個性と畳かさを実感で これは、住民団体が地域の述帯感を高めたり、地域

きる地域社会をつくっていく必要があります。 への波及効果が向いと思われる活動などを行う場合に

このため、多くのfl民の皆さんが知恵を出し合い、 ついて、事業貨の10分の6以内で助成するものです。
その目的を達成するために自らが取り組む地域づくり 今年度は申請のあった諸団体の中から、次白 4間体

活動に対して市が応援するため、平成13年度から を選定し、応援しています。

1 

】/ 

畳
隈
-
神
科
地
区
内
に
呂
い
て
、
が

か
し
シ
ェ
ア
由
開
催
拡
ど
地
壇
文
化
在

伝
承
し
た
イ
ベ
ン
ト
在
中
心
に
住
民
の

交
流
を
促
進
し
、
地
埠
の
活
性
化
を
図

っ
て
い
ま
す
。

蚕
都
く
ら
ぶ
・
ま
l
ゆ

上
固
ま
ち
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

東塩団地区内において.地埠住民国描い
た夢マップを実現するため‘ポニー牧場の
堕備1;f;ど多世代が蝿しめる地域環境町整備
を行っています.

市の中心市街地活性化基本計画で「歴史
交百組員Uに位置付け5れた原町界隈をま
ち書きして、手作Dマップを作成し、告商
底の紹介と周辺白見所を紹介します。

、1
J

円
〆
』

F
同

d

d
v
課
国

A
Y
ロ
稲
岡

1

けい

A
正

d
開

M
4
.

，
 

今後、誇りと愛着の持てるまちを住民の皆古ん自らが創口出していく、

新た砿時代にふ古わしい地域づくりが市内全域に広がっていくことを期

待しています。

平成14年度も、引き続き住民の皆さんが行う地域づくり活動者応援し

ていきたいと考えています。なお、事業の詳細については新規事業を募

集:する際にお知5せします。

14.2.1 [5] 



ぐ)

~検診のご案内~

(上田市の統計から 〉
平成12年に亡くなられたかたの内訳は…

3大生活習慣病といわれる
①がん

②脳血管疾患

③心疾患
が、全死亡数の半数以上を
占めています。

。検診の必要性とは
生活習慣病白早期発見は、生存率を高めるばかりで

なく、治療の選択肢も増やします。

生活習慣病の初期はほとんど自覚症状がありません。

自分が気づかないうちに病気は始まっています。した

がって定期的な健康診断白受診が必要不可欠です。

。子宮がん検診について
平成14年度から、申し込みが必要になります。希望

されるかたは、はがきの申込欄にOをしてくださb、
対皐は30歳以上の女性で、年間を通じて市内の産婦

人科(国立長野病院を除<)で畳診することができま

す。申し込みされたかたには、はがきをお送りします

ので、お持ちになって畳診してくださL、。

b検権料金 (平成13年度}

a:頚がん 1000円 ②頚がん+体がん 2000円

。大腸がん検診について

がんで亡くな5れたかたの
男女別内訳(平成12年)
3語5%釆満'"その他に含まれます

158人
(人〉

明白人(¥4.5矧

れ温 8人 (5¥制

且ー」ι」己主i
Eのう e・WA 佃お矧
街2・"人 (8.2%)

開"人岡崎)

園璽圏

男性

こんな畳け方もできます(大腸検診は、医療慢闘で診察を畳けなくても可能です)。

目問い合わせ健康推進課 (圃⑧8244)

113人

そ冊目人 'w師)

女性

14.2.1 [6] 



-E語己主守岡ε~lM二l~1怜'iW.. ..，"I・

(切
00  00機

..込.，.
験診の対象とIJ:るかたには、2月12日ごろ、世構ごとに直接はがき (書種検診の

申込書)を郵送します(平成15年3月318までに書検診の対象年齢になるかたも、

申し込みができます)。

思慮"年度各種検BのE積込・

エ手即 時 間出

聞悶.

"8幽に幽問、I!.r.<..
叩金で叩澗が2周岨脳同園厩四
月のでそ明ヘλ町、相

畑一…しτい出
個師事思λ明叫が枇ê肺一円足
弓.'

よ師畑町船

マ袋路蜘上町時'T困"・1阿 ー

.鑑お使44 'Y 

〈記入例〉点線8s分を矢印の方向に折り曲げて
からゆっくりとはがしてください

平成14年度各種検診の申込書

キキネマ クのついている検診は申し込みできません。

申し込み締め切り目
3月8日働

[7] 14.2.1 

.申込書の記入方法.

はがきを聞いた左側が申込用紙です。はがきと

下記の 『申込書の記入にあたって』をご覧白うえ

ご記入ください。

.申込書の記入にあたって・

砂希望する検診に ro印』をつけてくださL、。
年齢や性別等で申し込めない検診には、

r*本学』マークがついています。
砂検診を希望されないかたはお名前の桂ろの数字

を、 ~線で消して く ださい。

斑例えば上田太郎四冊叩01

砂基本健康診査と大腸検診は、医療懐閣でいっしょ

に受けられます。あわせて四畳診をお勧めしま

す。よゑ顛勇男食観点撃さ鴛廃髪薫主ゑ懸聾

ゑ明要原弘ぷ五男女之恐妻&ま三窓芝公ε
両方O印をつけた場合には、 「基本健康診査と
大腸検診Jを置先させていただきます。
砂平成14年度40歳になるかた (昭和37年4月 l日

~昭和38年3月31日生まれ)は、 40歳健診とし

て検診料が無料 (大腸検診は除く)になります。

40歳は壮年期白人り 口です。よ態懸念期第よヱ

張急患憲民 O/(とZι之土ぷ怠初日貝史
鰻三ゑ男込貴重慧之玄憲男傍受痩恕恩ど蔓支~
玄九三毘曳艶ゑ剣税実受県怠ゑL対車と

わ

(、

なるかたには、そ白旨がはがきに記載されてい

ます。

.提出方法.

①自治会に提出していただく。

各自治会で回収用封筒が2月16日出以降回置さ

れますので、そ由中へ入れてくださL、。

②直接健康推進諜 ・書支所へ提出していただく。

自治会未加入申かた、自治会へ提出されなかっ

たかた等。

※はがきが届かない場合、紛失Lた場合には、健

康推進課までお問い合わせください。また、 包

括で白申し込みはできませんのでご了承くださ

L 、。



• 合性G)~~G)総合相譲窓口奄ご利用〈疋さい

育戻ヲヲす7面否(圃否扇面子
仕事も家庭も大切にしたい。 そん立高立たのための相載事業です。悩

んだり困っていることがありましたら、どんなことでもお気軽にご相談

ください。

詳しくは、市民プラザ・ゅうへお尋拍ください。

[相談日時]

b月~金曜日…午前9時~午後9時 b土曜日 午前9時~午後5時

マ
と
き

2
月
H
日
附
i
同
包
日

掛
午
前
8
時
加
分
1
午
桂
4
時
間
判
分

(同
羽
田
鍋
は
休
館
日
)

マ

と
こ

ろ

山
本
鼎
記
念
館

マ
内
容

上

田
・
小
県
地
域
の
小
中
学
校
児
童
生

徒
白
版
画
作
品
を
展
示

マ
入
場
料

無
料

「ゆ

5123 
;1興
事11

日
本
由
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
聴

き
、
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
日
々
の

生
活
を
リ
フ
レ
Y

ン
ュ
す
る
講
座
で

す
。マ
と
き

2
月
鉛
日
仰
午
前
凶
時

初
分
3
正

午

マ

と
こ
ろ

中
央
公

民
館

マ
対
象

市
内
在
住
か
在
勤

の
か
た

マ
講
師

歌
山
崎
孝
美

( 

さ
ん
、
ピ
ア
ノ
柳
沢
純
子
さ
ん

マ
定
員

印

名

マ
入
場
料

無
料

(
た
だ
し
、
コ
ピ
代
等
と
し
て
1

0
0
円
)

マ
申
し
込
み

2
月
沼

田
悩
ま
で
に
電
話
で

「市
民
プ
ラ
ザ

・

ゅ
う
」
へ
。
定
日
に
満
た
な
い
場
合

は
、
引
き
続
き
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す

手lメお
瓦!デ出
~ I ィか
'-'1アけ
~ Iラ〈
主lンだ
~ Iドさ

早Igい1 E 
10 

~ I A 
けへ

-
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
&
写
真
加
工
入

門
(
受
講
料
2
0
0
0
円
・
〈
〈
〕
2
a
o

z機
)
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
撤
影

し
た
写
真
の
、
い
ろ
い
ろ
な
加
工
の

仕
方
を
紹
介
し
ま
す
。

マ
と
き

2
月
幻
自
由
午
桂
l
時

加
分
i
4時
加

分

マ
対
象

パ
ソ

コ
ン
中
級
者

マ
定
員

同

名

-
パ
ソ
コ
ン
相
談
室

(相
談
料
無
料
)

パ
ソ
コ
ン
で
囲
っ
て
い
る
こ
と
、

疑
問
・
質
問
な
ど
の
ご
相
談
を
。

マ
と
き

3
月
3
日
側
午
前
叩
時

i
正

午

マ

定
員

同

名

ヤ
申
し

込
み

事
前
に
電
話
で

日
常
生
話
が
で
き
る
程
度
の
手
話

を
学
び
ま
し
ょ
う
。

マ
と
き

4
月
初
日

1
来
年
3
月

l
日
の
毎
月
第
1
・
3
土
曜
日
(
金

引
回
を
予
定
)

マ
と
こ
ろ

ふ
れ

あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
マ
対
象

肱

則
と
し
て
初
め
て
手
話
を
学
ぶ
市
内

在
住

・
通
勤
・
通
宇
田
か
た
で
、

一

年
聞
過
し
て
出
席
で
き
、
講
座
終
了

後
に
手
話
に
関
わ
る
活
動
が
で
き
る

か
た

マ
定
員

初

名

〈定
貝
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
)

マ
受
講
料

5
0
0
0
円
(
テ
キ
ス
ト
代
音
む
)

マ
申
し
込
み

畳
講
希
望
者
に
申

込
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

2
月
初

日
刷
ま
で
に
福
祉
課
へ

要
約
筆
配
奉
仕
員
養
成
爾
座

受
瞬
生
を
募
集

上
国
市
社
会
福
従
飽
限
会

嗣
岨
@
2
8
2
9

要
約
筆
記
と
は
、
聴
覚
に
障
害
の

あ
る
か
た
に
様
々
な
情
報
を
替
い
て

伝
え
る
情
報
伝
達
手
段
目

一
つ
で
す
。

こ
由
講
座
で
は
要
約
筆
記
に
必
要

な
知
識
や
技
術
を
学
び
ま
す
。

( 

マ
と
き

3
月
l
日
幽
・
同
8
日

幽
・
同
時
日
幽
・
同
鉛
日

ω・
同
却

日
働
(
全
5
回
)

マ
と
こ
ろ

ふ

れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

マ
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
か
た
で
全
講
座

出
席
で
き
、
受
講
後
に
活
動
を
続
け

ら
れ
る
か
た
マ
定
員

同

名

マ

受
講
料

無
料

(テ
キ
ス
ト
代
等
実

質
)

マ
申
し
込
み

社
会
福
祉
協

議
金
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

[8l 14.2.1 

~ ~野
~ t座と
き[事2

?ilT? 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
現
境
教

育
目
指
導
者
と
し
て
活
躍
で
き
る
資

格

「森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」
の

聾
成
講
座
に
害
加
し
ま
せ
ん
か
。

マ
定
員

各

会

場
1
0
0
名

マ

申
し
込
み

2
月
H
日
附
ま
で
に
N

P
O
法
人
や
ま
ほ
う
し
自
然
学
校
事

務
局
ヘ

マ
そ
の
他

第
2
回
以
降

は
県
内
各
地
で
理
論
と
実
技
を
学
習

し
ま
す

-
第
1
回

マ
と
き

(と
こ
ろ
)

2
月
日
目

的
午
前
9
時
泊
分
i
(上
田
市
・
上

小
森
林
セ
ン
タ
ー
)

同
げ
日
脚
午

前
9
時
i
(塩
尻
市
・
長
野
県
林
業

総
合
セ
ン
タ
ー
〉

マ
内
容

出
題

者
の
先
生
に
よ
る
講
演

・
ガ
イ
ダ
ン

ス
な
ど
マ
受
講
料

2
5
0
0
円

(宜
料
代
・
保
険
料
を
含
む
)



前端口再開発ピIL特定建築告を募集
上国駅お身長口市街地再開控事撞の'1'で建設される描 1-2街区再闘聾ピルについて、民間の創
意工夫を活かして事費を推進するため、本米施行者(上回市)が建築する再開尭ピルを施行者に代

わ勺て煙量し取叫する民1m"，章者(特定姐築者)を募集します。
1>応募期限 3月 18幽
1>応事方遣特定姐聾者募集聾罰 (市街地監情操駅周辺監憧現地事務所にあります〕の規定に従

い応募してください.

1>応事先 ・問い合わせ 市街地盤備課駅周辺監惜現地事務所

(〒抽6曲25上田市天神l丁目3番!号(旧北天神町公会堂). _3432) 

r、

ilf i -教美室麗名翠聖日対員 象 百両 師

洋画A 初心者 守口j興e帥和，さん

洋画B 洋画経験A教者室 依回実間後さん

木彫A 初心者 井木出光夫さん舗(後百期)) 
茂文雄さん 期

を '1<1膨B 木彫A教者室 清徳武水艶愈情造ささんん (情後百期期)) 経昼食

版画 初心者こ経可験者 塩沢順四銀さん
ともl

I~ 申 ( 合否辿絡用 ⑤ 
マ 日集は法以 ・平成13年度上国車11量璽聖聖項 ー 総h マ込 ω 
委か入、に上マ 古 醐応募資格闘科目 嫡 妻 郡 申 . 円

員ら員一よ 75応 1 遭考日簿 操 しの
主平 人り歳重 重量ーー重 昭和問‘~1 1 '11由曙句同ロ 2月目今四…ロ山 司陸~ 自E聞 切手
の成 l一審以皿 国 月 2日以降 (2)受付開始午前8降初 本庁舎階 み布 の 添肉 16名審議下 格 の生まれで

容年議舎の 動産婦の資面復回選考開始前，，. I ~ 2 2 あ付
3マ会へか市書 を豊 助産降絡を有する作文 2 本選考に応分午'できない 自 月 明富免 ての自
上月 任 ま害た内 品 人[平成14性格検査 人 20 郁の 名記を
回 31期 で加〔在 lii 年3月e31日 (1)日傘国籍を有しない人 制ま日 働か日 写たまし
市日 )で公佐 B まで I~ 取得 (2)地方公務員法第16条苔へ 震 重
塩ま 4 き募の lL. 見込みの人 号のいずれかに骸当す 入)封
聞で月マるの 20? を含む) る人 ー1じり 持同
地 1募 白方歳)

「

区
有
線
血
道
所
白
運
営
に
関
し
、
市

長
田
時
間
に
応
じ
澗
査
審
蛾
を
行
い

ま

す

マ

応

募
方
法

所
定
の
申
込

智

(情
報
推
進
輔
副
に
あ
り
ま
す
)
に

「
今
陸
自
塩
田
有
線
量
送
所
の
施
策

に
つ
い
て
喝
え
る
こ
と
」
と
題
し
た

レ
ポ
ー
ト

(1
2
0
0字
以
内

・
轡

式
自
由
)
を
添
え
て
、
情
報
推
進
疎

に
拠
出
マ
締
め
切
り

2
月
幻
自

幽

マ
そ
の
他
レ
ポ
ー
ト
と
面
接

に
よ
り
決
定
し
ま
す

お知らせ市
で
は
、
中
小
企
謹
白
皆
さ
ん
の

市
中
指
資
金
調
達
を
克
復
す
る
た
め
、

低
利
の
制
度
融
資
を
斡
綻
し
て
い
ま

す
。今
回
、
上
田
商
工
信
用
組
合
の
経

営
破
綻
に
よ
り
、
金
融
取
引
に
支
障

が
生
じ
て
い
る
中
小
企
章
者
白
皆
さ

ん
白
資
金
需
要
に
応
え
一
る
た
め
、
市

制
度
資
金
の
貸
付
対
量
者
を
鉱
大
し

会

Am'ν
ゃん
。

上
回
商
工
信
用
組
合
と
金
融
取
引

を
行
っ
て
お
り
、
適
正
・
健
全
に
事

業
を
営
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

金
融
取
引
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る

場
合
、
市
の
制
度
資
金
の
不
況
対
軍

資
金
(
貸
出
金
利

1
・
8
%
)
を
ご

利
川
い
た
だ
け
る
掛
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
陶
工
臨
ま
で
。

国
民
年
金
が

4
月
か
ら
一
部
変
わ
り
ま
す

園
保
隼
金
隈
由
民
隼
金
保

嗣
岬
@
‘
，

o
o回
'
3
6
5
・'
3
8
6
)

小
園
聞
社
会
保
険

g務
院

画
。
2
8
7
@
1
0
8
0
)

.
保
険
料
の
納
付
窓
口
が
固
に
変
わ

り
ま
す
現
在
、
市
町
村
が
行
っ
て
い
る
保

険
料
納
付
業
務
は
、
今
年
度
か
ら
社

会
保
険
庁
(
国
)
が
一
括
し
て
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
白
た
め
、
上

田
市
か
ら
送
付
し
て
い
た
保
険
料
納

付
曹
は
、

4
月
分
か
ら
は
、
社
会
保

険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
納
付
容
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、

4
月
か
ら
小
新
社
会

保
険
事
積
所
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

園
保
険
料
の
半
額
免
除
制
度
開
始
が

始
ま
り
ま
す

従
来
由
「
全
額
免
除
」
に
加
え
て
、

「
半
額
免
除
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
@

免
除
目
基
準
な
ど
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-第
3
号
被
保
険
者
の
届
け
出
先
が

変
わ
り
ま
す

第
3
号
被
保
険
者
(
会
社
員
や
公

務
員
に
扶
聾
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
)

の
届
け
出
が
、
扶
聾
者
の
勤
め
先
に

聖
わ
り
ま
す
。

14.2.1 [9) 



次
の
皆
様
か
ら
、
温
か
い
ご
寄
附

を
い
た
だ
書
置
し
た
。

マ
閥
平
林
堂
害
賠
様
/
児
童
用
図
嘗

制
冊
/
児
童
館

・
児
童
セ
ン
タ
ー

へ
マ
出
品
す
/
ス
ス
ク
ー
ル
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

実
行
委
員
会
様
/
現
金
日
万
6
5

7
0円
/
社
会
福
制
基
金
と
し
て

マ
上
小
型
容
組
合
様
/
現
金
4
万
4

2
2
9
円
/
社
会
福
祉
基
金
と
し

て
マ
神
川
支
部
老
人
述
合
会
様
/
ぞ
う

き
ん
回
枚
/
神
川
小
学
校
へ

マ
附
環
境
保
全
協
会
様
/
環
境
保
全

税務課{匝ゆ5115)

詳しくは1月中旬に自治会

を通じて配布した「平成14年

度市県民税申告の手引」を

ご覧ください。

上田市民会館の市 ・県民税

申告会場は2月18日から3

月15日まで (土日除<)

市・県民税の「出張憂付扇T
2月上旬から始まります。

啓
発
ビ
デ
オ
凶
セ
ッ
ト
/
市
内
各

小
学
校
へ

マ
匿
名
/
現
金
2
万
5
0
0
0
円
/

社
会
福
祉
基
金
と
し
て

マ
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
上
回
線
/

児
童
朋
図
書
出
冊
(
叩
万
円
相
当
)

/
東
部
・
東
塩
田
保
育
闘
ヘ

マ
安
藤
建
設
蜘
様
/
現
金
5
万
円
/

社
会
福
祉
基
金
と
し
て

マ
竹
内
風
聾
様
〔
上
沢
)
/
響
額

「
一
味
真
」

l
古川
/
神
川
小
学
校

へ
マ
イ
オ
ン
醐
ジ
ャ
ス
コ
上
回
庖
様
/

閉
山
籍
加
冊

(
3万
6
0
0
0円
相

当
)
/
市
内
各
中
学
校
へ

(
平
成
問
年
刊
月
四
日
現
在
)

昨
年
日
月
に
募
集
し
た

「
明
る
い

選
挙
啓
発
際
語
」
に
は
、
合
計
2
3

6
点
に
の
ぼ
る
応
募
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
日
」
ざ
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
入
選

作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
(
敬
称
略
)
。

.
入
選

マ
考
え
よ
う

白
重
さ

あ
な
た
の

一
羽

藤
城
真
理
子
(
二
中
)

マ
よ
い
社
会
あ
な
た
が
決
め
る

こ
の
一
司
品

竹
内
面
子
〔
新
国
)

( 

-
佳
作

マ
選
挙
権

り
を
も
と
う片
岡
渚
(
城
下
小
)

マ
そ
の
一
票
み
ん
な
の
未
来
が

か
か
っ
て
る
古
幡
賢
司
(
南
小
〉

明
る
い
未
来
の
第

一

も
て
る
自
分
に

iま
』

マ
投
裂
は

歩

品

滞

論

(
二
中
)

マ
あ
な
た
の
恕
に
か
か
っ
て
る
地

域
の
明
日
と
日
本
白
未
来

内
山
裕
加
里
(
二
中
)

マ
し
っ
か
り
と
自
分
の
思
い
を

伝
え
よ
う

l瑚

良
士
(
二
中
)

を
/ 

そ

給
与
所
得
者
の
か
た
な
ど
の
還
付

申
告
容
は
、
ー
月
か
ら
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

申
告
容
は
ご
自
分
で
普
い
て
、
郵

送
な
ど
で
平
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ

、。L
 
-
税
理
士
会
上
回
支
部
に
よ
る
無
料

還
付
相
訪

マ
と
き

2
月
4
日
開
1
3月
日

日
制

(
土
眠
、
日
昭
、
振
替
休
日
を

除
〈
)
午
前
9
時
i
午
佳
4
時
(
正

午
か
ら
午
後
l
時
ま
で
を
除
く
。
受

け
付
け
は
午
桂
3
時
ま
で
}
マ
と

こ

ろ

上

田
市
民
会
館
会
議
室

屋
外
広
告
難
を
営
む
か
た

「屋
外
広
告
物
情
習
会
」
へ

畏
野
県
住
宅
部
建
築
管
理
間

耐幽
0
2
6
1
2
3
5
i
7
3
4
8
)

上
小
地
方
事務
扇
建
議
陳
嗣
官
官
1
2
6
0
)

現
在
、
屋
外
広
告
業
を
営
ん
で
い

る
か
た
、
こ
れ
か
ら
昆
外
広
告
業
を

営
も
う
と
お
考
え
の
か
た
は
、
こ
白

講
習
会
へ
の
出
席
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

2
月
時
日

ω午
前
日
時

1
午
桂
5
時

マ

と
こ
ろ

長
野
県

庁
西
庁
骨
3
0
1号
会
議
室
マ
申

し
込
み

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
写
真
添
付
の
上
、

2
月

8
日
幽
(
必
着
)
ま
で
に
上
小
地
方

事
務
所
建
築
課
へ
〔
申
込
書
は
上
小

地
方
事
務
所
師
団
築
課
に
あ
り
ま
す
)

型lii 
i;li ; Ir.: 
|さ故

最
近
、
河
川
へ
の
灯
油
流
出
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
ホ
!
ム
タ
ン
ク
か
ら
ポ
リ
タ
ン

ク
に
灯
油
を
小
分
け
す
る
時
に
そ
の

場
を
離
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
パ
ル
プ

を
閉
め
忘
れ
た
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し

た
不
注
意
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。

ポ
リ
タ
ン
ク
に
小
分
け
す
る
際
は

絶
対
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
よ
う
に

し
、
パ
ル
プ
や
コ
ッ
ク
は
完
全
に
閉

， 
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め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
パ
ル
プ
や
配

管
に
亀
裂
や
漏
れ
が
な
い
か
点
検
し

ま
6
1
v

ょ・っ
。

河
川
に
油
が
少
量
で
も
流
出
す
る

と
、
水
道
水
・
税
額
・
農
作
物
に
多

大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
一

人
ひ
と
り
が
注
意
す
る
こ
と

で
事
故
は
防
止
で
き
ま
す
の
で
、
市

民
白
骨
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

特
別
聾
暖
老
人
ホ

l
ム

「
(
仮
称
)
量
殿
」
建
股
ス
タ
ー
ト

J
A
信
州
う
え
定
健
康
緬
祉
観
嗣
盟
申
4
0
4
0
)

社
会
福
祉
法
人
ジ
ェ
イ
エ

l
長
野

舎
が
、
豊
殿
地
区
へ
建
設
を
行
う
特

別
聾
護
老
人
ホ

1
ム

「(
恒
称
)
豊

殿
」
白
起
工
式
が
、
昨
年
ロ
月
幻
日

刷
建
設
予
定
地
の
旧
東
部
営
農
セ
ン

タ
!
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

建
設
工
事
は
平
成
凶
年
・

H
年
度

の
2
か
年
事
業
で
、
特
別
聾
護
老
人

ホ
I
ム
を
中
心
と
し
た
複
合
福
祉
施

設
を
整
備
し
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
は
今

年
9
月
四
予
定
で
す
。施睦概要

ヘルハステンョン

構造



上田市長選挙

上田市議会議員補欠選挙
ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

上田市長選挙.1:則市議会議員補欠選挙が3fJ 
10日仰に告示され、 3月17日(凶に投票が行われま

す。私たちにとって身近な市政の代表を選ぶ大切

な遭拶です。葉備せずに投票しましょう。

役票白しかたなどの群しい内容は、広報うえだ

2月16日号に掲較する予定です。
•••••••
• 粕地
武
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滞
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機
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三
原
田
武
凶均

水

野

好

決

尼

崎

キ

ク

片

側

孝

子

大
調
印
勝
焚

東
築
地

下
常
開

催
仲
介

上
常
関

下

郷
半

過

大
日
本

下
小
島

新

聞
諏
紡
形

付
何
本
町

小

牧
九
幽
畑
町

Ii.院断備段下 '1'王 -Fむ材上上舵学 U'吉縦 Jヒ
本常之木臨 機~ 1官

加内入沢盛郷!日下郷下町此釈沢北山凶肘1111

刊

m
e
下
平
ふ
み
子

町
e

凶

鋤

帯

ニ

制

-
n
u
放

虫

代

制
e

岡

村

喜

車

田

高

山

袋

邸

師

小

山

愛

子

引
…
東
川
み
さ
を

円
一
石
附
み
の
る

司

川

崎

m慣

闘

病

儲

綾

子

師
・
小
体
格
子

制
・
火
村
主
栄
子

師

-
m
日
本
は
る
い

刊
e

宮

鍾

玉

江

町
内
聞
闘
よ
り
子

回

策

弁

務

m

叩
e

問

中

勇

次

剖

…
中
滞

智

彫

時
e

山

海

ゃ

い
O l立候補手続等に関する

説明会を開催します
立候補届出が円滑に行われるように、次回とお

り説明会を開備します。

bと き 2月15日幽午睡l時30分~

1>ところ 市役所6階大会議室

b内容 立候補手続き、選挙運動などに関する

1>問い合わせ 週事管理委員会事務局佃@5438)
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現在、市内各所で下水道工事を実施しており、市民の皆さんには

ご迷惑・ご不使をおかけしています。

今陸、市道川辺町国分線[小牧儲~常田新橋]において、 2月12日

開から下水道工事を予定しています。交通脱制による渋滞が予想さ

下水道工事に伴う れますので、皆さんのご酬とご協力をお願いします。

交通規制にご理解. "* t:..、うかい路についても交通量目酬が予怨されます白で、地
ζ協力をお願いします 域の皆さん・rIi民自皆さん白ご理解とご協力をお願いします。

o 1>問い合わせ 下水道課(凪@5128)

n~Mwn81 ~91 Mn% Th ~Wn51n91 

Q 

T交通規制区伺
市道"阻町四分繊別検構~機図衝績1
TI・期間
2月128-10月末
P交通規甥
..目前倒交互通行による墨掴‘エ
{片側室豆通行の区間隠鴎m覆庫に

有志ります}
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保健ガイ
D U G H 

ド
T L A E H 

.母親学級講演会
お産や育児に対する不安をやわらげ、安心して赤ちゃ

んを生み育てていただくためのお手伝いとして、母親

芋組講演会を行います。

予約不要ですので、直接おでかけくださL、。

詳しくは、健康推進諜へお問い合わせを。

bとき 2月21日備午H目。時30分~正午 (畳け付け

は午前10時-) 1>ところ 上聞市保健センター(市

役所南庁舎2階) 1>対象 妊娠中のかたか、その他

希望者 b内容 講話ir妊婦健訟でわかること・わか
らないことJ 1>講師 三浦秀輔さん(産婦人科医師)
b参加料無料 b持ち物母子健康手帳、輩記用
具 1>問い合わせ健康推進課(圃陶8244).r痴ほう」についての相談会
介護の悩み、疑問にアドハイス Lます。

「踊ほう」白かたの介護方法等でお悩みの介護者の

かた、お気軽にご相談くださL、。

詳しくは、高齢者介護課へお問い合わせを。

1>とき 3月13日制午佳I時1口止-5時 1>ところ

市役所南庁舎 11帯高齢者介護課 1>定員若干名

1>相鼓担当期内静子さん(グループホーム 「せせら

ぎ」 ・宥謹相談室「せせらぎ」代表、元国立小諸療養

所踊ほう性老人病棟副師長) 1>申し込み 電話で予

約を 1>問い合わせ高齢者介護課〔固⑫4100~1616)

.寝たきり予防講演会
「生きがいをもって生き生きと暮らしていきたい」、

「いつまでも、夢を追い続けていたL、」と願うには、

『他出であってこそ』ということが大切なことではな

いでしょうか。

そこで、寝たきりや摘ほうにできるだけならないよ

うに、 「生涯現役」として生活を楽しみ、生き生きと

満足した生由ーを送るための秘訣を教えてもらいましょ

う。

市では、来年度に 「健康づくり剖両」を策定する予

定です。

健康づくりは市民の皆さんと共に考えていきたいと

思います。その描 l弾として、 「健康日本21Jという

国の計聞にも倒わった先生をお紹きし、健康づくりに

ついて皆さんといっしょに考えたいと思います。

ぜひ、ご事加ください。

bとき 3月6日制午佳l時30分-3時30分 1>と

ころ 上田市文化セ/タ- 1>内容 ①地域からの活

動報告 ②講演「元気で長生きの脇訣お教えします~

年金獲得 l位円めざして-J(講師 東京都立大学大
たん じ

芋院都市科学研究科教授 .1iLI;lニさん) ③上岡市健

康づくり計画について b参加料無料 b問い合わ
せ 健康推進諜 (圃@8244)

JEL • 上国
市
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これまでの入門編に加え、ワード・エクセル編も開催します。

IT講習会
b日 程下査のとおり

b対象 パソコンの初心者(20歳以上)

3目白 政すでに畳講されたかたも再畳講できます。

1>費 用 テキスト代500円のみ

開講講座 b申し込み メディアランドUEDA(鵬 1酬 4菖
1>問い合わせ メディアランドUEDA.情報推進課(圃@8241)

M月 講座番号 日程 時間 会場 内容

03-222 3/4聞・5凶 ・6刷・7開 18JO-2L30 上回創造瞳 ワード エクセル編

03-218 3/5凶・6刷 ー7同・8闘 18，30-2L30 市民ブフザ・ゅう ワ ド・エクセル編

03-223 3/11聞 .12e1:1. 13剛・14闘 18，30-2L30 よ回創造館 ワード 工クセル編

03-221 3/12凶・ 131刑 ・14同・ 15樹 n30-16，30 贋村理境政善センタ ワ ド・エクセル編

03-220 3/12凶・13刷・14岡市樹 18，30-2L30 勤労青1>食事ホ ム ワ ド・エクセル編
3月
03-224 3/1刷用・19凶・ 20刷 21同 18，30-2L30 よ回創造館 ワ ド・エクセル編

03-225 3/25(周・ 26凶・27附・28同 18，30-2L30 上回創造瞳 ワ ド・エクセル編

03ト226 3/26ω・27嗣 ・28闘・ 30出 900-12，OC 塩田西小学校 パソコン入門編

03-227 3/2脱刈・27刷 ・281潤・ 30出 13，30-163C 塩田剛、学桂 パソコン入門編

03-228 3/26凶・27刷 ・281神・30出 18，00-21凹 塩田西小学校 パソコン入門緬

諜上配以外の間座もあります。群しくは、広報うえだ9月1日号の差し込みちらしをご覧くださいa
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